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昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可

　
来
年
三
月
の
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
、
県
内
の
四
商
工
会
と
長

野
県
内
の
四
商
工
会
が
三
月
十
八
日
（
火
）
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
新
幹
線
開
業
に
よ
り
交
流
人
口
が

飛
躍
的
に
増
大
す
る
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
目
指
し
て
共

同
で
連
携
協
力
を
推
進
す
る
。

２　県連合会平成 26 年度事業計画
３　県連合会臨時総会　他
４　トピックス　他
５　元気な商工会づくり事例　他
６　県制度融資の見直し
７　がんばる中小企業認定　他
８　とやま起業未来塾　他

田
と
東
御
市
、
朝
日
町
と
白
馬
の
計

八
商
工
会
。
高
岡
市
と
長
野
市
は
、

交
流
人
口
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
イ
ベ

ン
ト
等
に
お
け
る
地
域
特
産

品
の
相
互
展
示
販
売
事
業
を
、

南
砺
市
と
坂
城
町
は
、
も
の

づ
く
り
の
技
術
開
発
・
情
報

交
流
事
業
を
、
富
山
市
八
尾

山
田
と
東
御
市
は
、
日
本
の

道
百
選
な
ど
両
地
域
の
観
光

資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
魅
力

的
な
観
光
ル
ー
ト
共
同
開
発

事
業
を
、
朝
日
町
と
白
馬
は
、

海
と
山
の
魅
力
の
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
観
光
ル
ー
ト
開
発
事

業
を
そ
れ
ぞ
れ
推
進
す
る
。
調

印
後
の
挨
拶
で
石
澤
義
文
県

連
会
長
は
「
先
行
し
て
新
幹

線
が
開
通
し
て
い
る
長
野
か

協
定
を
結
ん
だ
の
は
高
岡
市
商

工
会
と
長
野
市
商
工
会
を
は
じ
め

南
砺
市
と
坂
城
町
、
富
山
市
八
尾
山

商工
春
秋
味
の
良
さ
も
大

き
な
要
因
だ
が
、

一
杯
一
〇
〇
円
の
手
頃
な

価
格
、
ド
リ
ッ
プ
時
間
は
約
四
十

秒
で
そ
ん
な
に
待
た
さ
れ
る
こ
と

も
な
い
「
セ
ブ
ン
カ
フ
ェ
」
は
、

日
本
最
大
の
コ
ー
ヒ
ー
販
売
業
者

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

▼
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
創
始
者
の

鈴
木
敏
文
氏
は
、「
ラ
イ
バ
ル
は
競

合
他
社
で
な
く
、
刻
々
と
変
わ
る

顧
客
ニ
ー
ズ
で
あ
る
。
お
客
様
の

立
場
に
立
つ
と
、
自
分
た
ち
で
や

る
に
は
抵
抗
の
あ
る
こ
と
が
多
い

が
、
お
客
様
の
満
足
を
得
る
に
は

そ
の
抵
抗
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

▼
平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
の

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

は
、
経
営
規
模
や
莫
大
な
売
上
高

は
望
め
な
い
が
、
地
域
に
求
め
ら

れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
小
規
模
事

業
者
を
優
先
的
に
採
択
す
る
補
助

金
だ
。
補
助
率
は
３
分
の
２
で
上

限
は
五
十
万
円
で
あ
る
。

▼
地
域
に
と
っ
て
「
か
け
が
え
の

な
い
存
在
」
と
な
る
に
は
、
し
ば

ら
く
取
組
ん
で
い
な
か
っ
た
店
舗

改
装
、
新
商
品
開
発
、
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
自
店
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
か
ろ

う
か
。

調印後の協定書を披露する富山･長野両県各商工会長と県連合会長

ら
学
ぶ
こ
と
は
多
々
あ
る
。
お
互
い

の
地
域
資
源
を
活
か
し
両
県
発
展

の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
矢
﨑
昭
和
長
野
県
商
工

会
連
合
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
環
日

本
海
の
時
代
だ
。
日
本
海
に
面
し
て

い
る
富
山
に
は
大
き
な
魅
力
を
感

じ
て
い
る
。
今
後
も
連
携
協
定
を
結

ぶ
商
工
会
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

調
印
式
後
、
富
山
県
庁
を
訪
れ

寺
林
敏
副
知
事
へ
連
携
協
定
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

北
陸
新
幹
線
開
業
へ
向
け
て
富
山
・
長
野
の

商
工
会
四
組
が
連
携
協
力
に
関
し
て
合
同
調
印
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富
山
県
商
工
会
連
合
会

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

 

〈
重
点
事
項
〉

一
、
安
定
的
な
組
織
基
盤
の
確
立

に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

～
徹
底
し
た
巡
回
訪
問
に
よ
り
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
提
案
を
～

　

具
体
的
に
は
、
①
会
員
事
業
所
へ

の
巡
回
指
導
・
訪
問
の
徹
底
と
積

極
的
に
課
題
解
決
等
の
提
案
を
行
う

こ
と
、
②
中
小
・
小
規
模
企
業
施
策

や
商
工
会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
図

り
、
未
加
入
事
業
所
へ
の
訪
問
活
動

な
ど
、
会
員
増
強
運
動
を
強
力
に
展

開
す
る
こ
と
、
③
自
主
財
源
の
強
化

を
図
る
た
め
、
各
種
共
済
制
度
に
つ

い
て
の
加
入
促
進
を
推
進
す
る
こ
と
、

以
上
の
三
点
を
引
き
続
き
重
点
事
業

と
し
て
県
下
商
工
会
組
織
を
あ
げ
て

強
力
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

二
、
中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
支

援
強
化

～
効
果
的
な
支
援
施
策
の
活
用
と
き
め

細
か
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
～

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
の
制
定
を
見
据

え
、「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
革
新
補
助
金
」
や
「
創
業
促
進
補

助
金
」、
個
々
の
小
規
模
企
業
の
持

続
的
な
経
営
を
支
援
す
る
「
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
等
多
様
な

補
助
金
メ
ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
富
山
県
で
は
中
小
企
業

の
振
興
と
人
材
の
育
成
等
に
関
す
る

基
本
条
例
の
具
体
的
施
策
と
し
て
、

と
や
ま
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ

ン
ド
事
業
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
国
や
県
の
商

工
会
に
対
す
る
、
期
待
・
信
頼
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
中
小
・
小
規
模

企
業
に
対
す
る
支
援
の
好
機
と
と
ら

え
、
き
め
細
や
か
な
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

三
、
地
域
活
力
の
維
持
活
動
の
推
進

～
地
域
組
織
の
先
頭
に
立
つ
地
域
活

動
の
展
開
を
～

　

商
工
会
と
し
て
は
、
地
域
組
織
の

先
頭
に
立
ち
、
防
犯
・
防
災
活
動
、

高
齢
者
等
地
域
住
民
の
生
活
不
便
の

解
消
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活
動

を
推
進
す
る
。
特
に
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
担
う
商
店
街
等
の
活
性
化

支
援
、
地
域
資
源
等
を
活
用
し
た
地

域
産
業
お
こ
し
や
観
光
関
連
産
業
の

振
興
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
企
画
・
発
掘
な
ど
を
積
極
的

に
推
進
し
、
地
域
経
済
の
蘇
生
と
健

全
な
地
域
社
会
の
維
持
に
寄
与
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

四
、
商
工
会
の
組
織
強
化
に
向
け

た
支
援

～
会
員
の
信
頼
に
応
え
得
る
組
織
づ

く
り
を
～

　

商
工
会
が
地
域
の
活
力
を
取
り
戻

す
原
動
力
と
な
る
よ
う
、
①
経
営
支

援
機
能
の
強
化
（
成
長
す
る
企
業
づ

く
り
）、
②
組
織
基
盤
の
強
化
（
商

工
会
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
）、
③
財
政

基
盤
の
強
化
（
安
定
し
た
組
織
運
営
）

の
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
各
商
工
会
と
緊
密
な
連

携
を
図
り
、
各
商
工
会
と
一
体
と

な
っ
て
様
々
な
取
り
組
み
を
積
極
的

に
展
開
す
る
。

〈
産
業
振
興
対
策
等
の
展
開
〉

一
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え

た
事
業
の
推
進

（
一
）
と
や
ま
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
「
ビ
ジ
タ
ー

対
応
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」（
北

陸
新
幹
線
開
業
等
に
関
連
し
た
新

商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
国

内
外
の
観
光
客
等
へ
の
対
応
に
係

る
事
業
へ
の
支
援
）
の
積
極
的
活

用
の
推
進

（
二
）
青
年
部
活
動
か
ら
生
ま
れ
た

カ
ラ
ー
フ
ー
ド
グ
ル
メ
や
女
性
部

活
動
に
よ
る
地
域
産
品
を
活
用
し

た
ラ
ス
ク
の
開
発
な
ど
、
話
題
性

の
高
い
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
支
援

（
三
）
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え

た
富
山
県
内
商
工
会
と
長
野
県
内

商
工
会
と
の
連
携
交
流
事
業
を
推

進
（
四
）
県
が
推
進
す
る
、
お
も
て
な
し

機
運
の
醸
成
を
図
る
「
休
ん
で
か

れ
」
宣
言
事
業
へ
の
積
極
的
協
力

二
、
地
域
力
活
用
市
場
獲
得
等
支

援
事
業
の
活
用
推
進

　

全
国
連
が
展
開
す
る
「
地
域
力
活

用
市
場
獲
得
等
支
援
事
業
」
の
積
極

的
な
活
用
を
推
進
す
る
。
ま
た
、「
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
事
業
」

に
つ
い
て
の
周
知
、
事
業
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
対
応
、
公
募
を
行
う
と

と
も
に
、
交
付
先
決
定
に
係
る
審
査

等
を
行
う
。

（
一
）
営
業
支
援
拠
点
（
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）
に
よ
る
地
域
産
品
等

の
販
路
開
拓
支
援
事
業
の
継
続
実

施
（
二
）
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え

た
、
広
域
展
示
販
売
・
商
談
会
事

業
、
販
路
開
拓
支
援
事
業
の
実
施

（
三
）
地
域
力
活
用
市
場
獲
得
等
支

援
事
業
の
円
滑
な
遂
行
及
び
適
正

な
管
理
の
た
め
の
地
方
事
務
局
の

継
続
設
置

三
、
地
域
商
業
等
活
性
化
、
ま
ち

づ
く
り
の
支
援

（
一
）
国
の
経
済
対
策
で
あ
る
「
商

店
街
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
や
「
地

域
商
店
街
活
性
化
事
業
」
等
の
活

用
支
援

（
二
）「
富
山
県
商
工
業
者
等
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
条
例
」
の
啓
発

（
三
）
商
店
街
や
ま
ち
づ
く
り
機
関

等
が
取
り
組
む
中
心
市
街
地
の
活

性
化
対
策
等
へ
の
支
援

（
四
）
共
通
商
品
券
等
の
発
行
、
地

域
ス
タ
ン
プ
・
カ
ー
ド
事
業
の
運

営
支
援

（
五
）
商
工
会
の
行
う
商
店
顕
彰
制

度
等
の
協
力
・
支
援

（
六
）街
お
こ
し
指
導（
専
門
家
派
遣
）

事
業
の
実
施

（
七
）
県
等
が
推
進
す
る
、
消
費
者

と
共
同
で
環
境
配
慮
行
動
に
積
極

的
に
取
り
組
む
小
売
店
舗
を
登
録

す
る
「
と
や
ま
エ
コ
・
ス
ト
ア
制

度
」
へ
の
積
極
的
協
力

四
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
育
成

（
一
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
事

業
（
子
ど
も
た
ち
の
も
の
づ
く
り

体
験
）
の
実
施

（
二
）
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
の
開
催
、

富
山
県
商
工
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
の

運
営
支
援

（
三
）
外
国
人
技
能
実
習
生
共
同
受

入
事
業
の
指
導
・
支
援

（
四
）
北
陸
三
県
縦
断
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
と
や

ま
ビ
ジ
ネ
ス
ド
ラ
フ
ト
」
へ
の
参

画

　
三
月
二
十
七
日
開
催
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
「
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計

画
」
が
決
定
し
た
。
事
業
計
画
で
は
、
全
国
統
一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
商
工
会

は
行
き
ま
す
　
聞
き
ま
す
　
提
案
し
ま
す
～
会
員
満
足
向
上
運
動
～
」
の
集

大
成
と
し
て
、
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
中
小
・
小
規
模
企
業
向
け
施
策
を
活

用
し
て
、
会
員
、
地
域
住
民
並
び
に
行
政
か
ら
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
へ
と
変

革
を
期
し
、
次
の
事
項
を
重
点
と
し
て
、
県
下
の
商
工
会
と
一
体
と
な
っ
て

積
極
的
に
事
業
を
実
施
す
る
。
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昨
年
に
引
き
続
き
今
年
度
も
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
の
募
集
が
始
ま
り

ま
し
た
。
第
一
次
の
三
月
十
四
日
締
切
分
に
続
き
、
五
月
十
四
日
締
切
の

第
二
次
の
募
集
中
で
す
。

　
今
年
度
事
業
の
内
容
は
、
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で

環
境
等
の
成
長
分
野
へ
参
入
す
る
な
ど
革
新
的
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
試
作
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開

発
・
設
備
投
資
等
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

分
野
型
の
類
型

一
、
成
長
分
野
型　

補
助
上
限
額

一
五
〇
〇
万
円　

補
助
率
２
／
３

設
備
投
資
が
必
要

　
　
「
成
長
分
野
」
と
は
「
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
健
康
・
医
療
」「
航

空
・
宇
宙
」
と
す
る
。

二
、
一
般
型　

補
助
上
限
額
一
〇

〇
〇
万
円　

補
助
率
２
／
３　

設
備
投
資
が
必
要

三
、
小
規
模
事
業
者
型　

補
助
上

限
額　

七
〇
〇
万
円　

補
助
率

２
／
３　

設
備
投
資
は
不
可

補
助
対
象
要
件

　

申
請
事
業
は
成
長
分
野
型
、
一
般

型
、
小
規
模
事
業
者
型
の
い
ず
れ
で

あ
っ
て
も
「
も
の
づ
く
り
技
術
」
ま

た
は
「
革
新
的
サ
ー
ビ
ス
」
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

[

も
の
づ
く
り
技
術]

　

我
が
国
製
造
業
の
競
争
力
を
支

え
る
「
中
小
も
の
づ
く
り
高
度
化

法
」
十
一
分
野
の
技
術
を
活
用
し

た
事
業
で
あ
る
こ
と
。

[

革
新
的
サ
ー
ビ
ス]

　

革
新
的
な
役
務
提
供
等
を
行
う

三
～
五
年
の
事
業
計
画
で
「
付
加

価
値
額
」
年
率
３
％
及
び
「
経
常

利
益
」
年
率
１
％
の
向
上
を
達
成

す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
。

（
付
加
価
値
額
＝
営
業
利
益
＋
人

件
費
＋
減
価
償
却
費
）

認
定
支
援
機
関
確
認
書

　

ど
の
よ
う
に
他
社
と
差
別
化
し

競
争
力
を
強
化
す
る
か
を
明
記
し

た
事
業
計
画
を
作
り
そ
の
実
効
性

に
つ
い
て
認
定
支
援
機
関
の
確
認

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

時
間
的
な
余
裕
を
も
っ
て
商
工
会

等
に
相
談
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

受
付
開
始
：
現
在
募
集
中

二
次
締
切
：
平
成
二
十
六
年
五
月

十
四
日（
水
）[

当
日
消
印
有
効]（
採

択
予
定
六
月
）　

（
一
次
締
切
り
は
三
月
十
四
日
に
終
了
）

　
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新
補
助
金

只
今
公
募
中
！
　
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

新

県
商
工
会
連
合
会「
臨
時
総
会
」を
開
催

　
県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文
会
長
）
は
三
月
二
十
七
日
、
中
小
企
業

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
臨
時
総
会
」
を
開
催
し
、
新
年
度
の
事
業
計

画
や
収
支
予
算
な
ど
を
審
議
・
決
定
し
た
。

　

臨
時
総
会
の
冒
頭
、
石
澤
会
長

は
「
昨
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
前

の
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長

で
あ
り
、
石
川
県
出
身
の
宮
本
周

司
氏
が
当
選
さ
れ
た
。
彼
の
公
約

で
も
あ
り
我
々
が
か
ね
て
よ
り
国

に
要
望
し
て
い
た
『
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
』
が
今
国
会
で
成
立

の
見
込
み
と
な
っ
た
。
法
案
で
は
、

商
工
会
全
体
の
要
望
事
項
で
あ
る

“
概
ね
五
年
の
基
本
計
画
の
策
定
”

や“
国
・
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
”

な
ど
が
し
っ
か
り
と
明
記
さ
れ
今開会挨拶する石澤会長

ま
で
光
の
当
た
ら
な
か
っ
た
小
規

模
企
業
に
初
め
て
明
る
い
光
が
当

た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
法
案
成

立
を
見
据
え
、
小
規
模
企
業
だ
け

が
応
募
で
き
る
上
限
五
十
万
円
の

小
規
模
企
業
持
続
化
補
助
金
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
進
地

を
視
察
す
る
た
め
の
補
助
金
等
の

施
策
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
是
非
と

も
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
小
規
模

企
業
と
地
域
が
元
気
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
来
年
三

月
に
は
北
陸
新
幹
線
が
開
業
す
る
。

先
般
、
長
野
県
内
と
本
県
の
四
商

工
会
同
士
が
連
携
協
定
書
に
調
印

を
行
っ
た
。
他
の
商
工
会
で
も
連

携
を
検
討
い
た
だ
き
交
流
人
口
の

拡
大
と
地
域
活
性
化
に
ご
協
力
賜

り
た
い
」
と
挨
拶
。

　

こ
の
あ
と
串
田
射
水
市
商
工
会

長
が
議
長
と
な
り
、
二
十
六
年
度

事
業
計
画
や
収
支
予
算
な
ど
八
議

案
を
原
案
通
り
可
決
承
認
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
来
賓
の
佐
野
究

一
郎
商
工
労
働
部
長
よ
り
祝
辞
が

あ
り
閉
会
し
た
。
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事業をのばし働く人に
やる気と安心を

特定退職金共済制度特定退職金共済制度
中小企業の退職金制度としておすすめします。
問合わせ・申込みはお近くの商工会まで。

商工会
の

「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　経営支援課
（TEL076-441-2716）

北陸新幹線開業PRの
マスコットキャラ
「きときと君」

富山きときと空港
富山―台北便がますます便利に！

持続化（じぞくか）補助金で
販路拡大・売上増加！

ミラサポメールマガジン
配信開始！

「休んでかれ。」宣言で
おもてなし！

　小規模事業者だけが応募できる持続
化補助金の公募・第一次締切りに県内商工
会地域から 90 件の応募があった。引き続き
公募が行われ、第二次締切りは５月 27日（火）
となっており、商工会では当制度の積極的活用
を呼びかけている。小規模事業者のみなさん、
これをチャンスに販路拡大・売上増加に向けて
是非トライしましょう！
　補助率３分の２、補助上限 50万円
例：チラシ作成、広告宣伝、店舗改装、
商談会参加、ホームページ作成、

新商品開発など

　平成 24年４月から就
航している富山－台北便
が、本年３月 30 日から週
５便に増便され、さらに、４月 15日から５月
31日の間は、週７便（毎日）運航となり、富
山きときと空港から台湾への旅行が、ます
ます便利になった。
　県等は、ビジネス、社員旅行、家
族旅行などでの積極的利用を

呼びかけている。

□最新の中小企業庁の補助金情報が届く！
□ミラサポ掲載情報でいま旬なネタがわかる！
□要点だけのショートメール形式でわずらわしくない！
　ミラサポメールマガジンは１日１テーマを毎日
配信。あなたの興味関心にあった情報が、短く要
点だけをまとめた読みやすいショートメールスタ
イルで受け取れます。
　ご希望の方はメールアドレスをミラサポ事務
局へＦＡＸください。
ＦＡＸ番号：03－ 5408 － 1015
詳細はいますぐミラサポへアクセス！

　富山県では、来春の北陸新幹線開業
に向けて富山県を訪れる方々に「また来た
い！」と心から感じていただけるよう、「休
んでかれ。」宣言に取組んでいます。
　「休んでかれ。」宣言とは、旅行業者・宿泊業者、
飲食店・商店など、観光客と接する事業者の方々
に、お客様を温かくお迎えすることを宣言して

いただくものです。現在「休んでか
れ。」宣言に、約 1200 の事業者が
宣言、引き続き平成 26年度もこ
の運動を宣言する事業者を募
集しています。

ミラサポ
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経
営
戦
略
の
具
体
策
を
考
え
よ
う

　
前
回
は
経
営
戦
略
を
考
え
ま
し
た
。
で
は
、
具
体
的
に
な
に
を
ど

う
す
る
か
が
今
回
の
テ
ー
マ
で
す
。

　
市
場
が
変
化
す
る
限
り
、
生
き
る
こ
と
は
変
わ
る
こ
と
で
す
。
中

小
企
業
の
「
小
回
り
が
利
き
」「
意
思
決
定
が
速
い
」
こ
と
が
、
大
き

な
武
器
で
す
。

○
経
営
資
源
の
配
分

　

製
品
（
事
業
）
の
成
長
性
に

つ
い
て
、
製
品
（
既
存
、
新
規
）

と
市
場
（
既
存
、
新
規
）
の
二

面
か
ら
検
討
し
、
市
場
浸
透
戦

略
、
新
市
場
開
拓
戦
略
、
新
製

品
開
発
な
ど
の
基
本
戦
略
を
考

え
ま
す
。

 　

商
品
別
に
は
、
市
場
成
長
率

と
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
の
二
面

か
ら
分
類
し
、
主
力
商
品
を
決

め
ま
す
。

　

上
図
で
は
、
シ
ェ
ア
が
高
く

市
場
成
長
力
の
あ
る
「
花
形
商

品
」
に
経
営
資
源
を
最
大
配
分

し
ま
す
。

○
差
別
化
と
集
中
化

　

差
別
化
と
は
、
品
質
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
対
象
に
高
度
に
差
別
化
を
実

現
し
、
顧
客
に
高
い
便
益
を
提

供
す
る
こ
と
で
す
。

　

集
中
化
と
は
、
対
象
と
な
る

顧
客
層
を
絞
り
込
み
、
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
集
中
的
に
投
下

し
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
内
で
競

合
他
社
と
の
競
争
に
勝
つ
こ
と

で
す
。

○
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ

ク
ス
（
四
Ｐ
）
を
決
め
る

　

四
Ｐ
と
は
、
製
品
（Product

）

価
格
（Price

）、
流
通
（Place

）、

販
売
促
進
（Prom

otion

）
で
す
。

四
Ｐ
が
、
ベ
ス
ト
に
ミ
ッ
ク
ス
さ

れ
て
強
い
競
争
力
を
持
ち
ま
す
。

　

と
く
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

発
達
で
Ｉ
Ｔ
活
用
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

売
上
の
拡
大
策
は
「
客
数
増

加
×
客
単
価
向
上
」
で
す
。
四

Ｐ
と
自
社
の
「
こ
だ
わ
り
（
特

色
）」
で
売
上
を
拡
大
し
ま
す
。

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

事
例
発
表
会
を
開
催

　
県
商
工
青
年
部
連
合
会（
脇
本
恭
成
会
長
）と
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会（
徳
永
た
つ
子
会
長
）は
、三
月
二
十
日
、

県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
事
例
発
表
会
を
開
催
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
実
施
商
工
会
青
年
部

○
入
善
町
商
工
会
青
年
部

　

入
善
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
作
成
事
業

○
富
山
市
北
商
工
会
青
年
部

み
（
水
橋
）
わ
（
和
合
）
く
（
呉
羽
）
の
試
作
品

開
発
事
業

～
み
わ
く
醤
油
（
お
か
ら
醤
油
）
の
開
発
と
地
元

産
品
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
の
研
究
～

○
富
山
市
南
商
工
会
青
年
部

　

ご
当
地
キ
ャ
ラ
製
作
に
よ
る
町
お
こ
し
事
業

○
高
岡
市
商
工
会
青
年
部

　

高
岡
市
を
グ
ル
メ
で
元
気
に
す
る
事
業

○
庄
川
町
商
工
会
青
年
部

し
ょ
う
が
わ
ま
ち
を
知
る
、
好
き
に
な
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

サ
イ
ト
制
作
事
業

○
南
砺
市
商
工
会
青
年
部

　

な
ん
と
！
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー

実
施
商
工
会
女
性
部

○
上
市
町
商
工
会
女
性
部

　

か
み
い
ち
も
ん
「
生
姜
特
産
品
」
開
発
事
業

○
富
山
市
北
商
工
会
女
性
部
呉
羽
支
部

　

呉
羽
梨
サ
イ
ダ
ー
開
発
事
業

○
南
砺
市
商
工
会
女
性
部
利
賀
村
支
部

　
“
利
賀
の
山
は
宝
の
山
”
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事例発表の模様

　

こ
の
発
表
会
は
、
富
山
県
が
提

案
公
募
事
業
と
し
て
実
施
し
た「
元

気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事

業
」
の
取
組
み
内
容
に
つ
い
て
発

表
を
行
う
も
の
で
、
今
年
度
は
六

つ
の
青
年
部
と
三
つ
の
女
性
部
が

各
地
域
で
の
活
発
な
活
動
や
成
果

に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

　

出
席
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

資
源
や
良
さ
を
改
め
て
認
識
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
特
性
を
活
か
し

た
発
想
豊
か
な
諸
活
動
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　

最
後
に
県
商
業
ま
ち
づ
く
り
課

の
片
岡
課
長
補
佐
か
ら
「
ど
の
事

例
も
地
域
の
活
性
化
を
促
す
素
晴

ら
し
い
事
例
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
商
工
会
青
年
部
女
性
部
の
パ

ワ
ー
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
て

元
気
な
地
域
づ
く
り
に
邁
進
頂
き

た
い
」
と
講
評
を
い
た
だ
い
た
。
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平成26年度中小企業向け県制度融資の見直しについて
設備投資促進資金の金利引下げ措置の延長
①趣旨

　県内中小企業の設備投資を引き続き促進するため、平成 20 年 10 月から実施している融資利率の引下げ措置を１年間延長するもの。
　（優遇期間：平成 27 年３月 31 日まで）

②内容

融 資 対 象 機械設備、事業用車両の導入 建物（土地）の取得

融資限度額 5,000 万円 １億円

融 資 期 間 ７年以内（うち据置期間１年以内） 10 年以内（うち据置期間１年以内）

融 資 利 率 【優遇措置】年 1.90％以内　　　　【本則】年 2.10％以内

新規融資枠 45 億円 予　 算　 額 15 億円

設備投資促進資金「集中投資促進枠」の拡充
①趣旨

　平成 25 年 10 月に国の成長戦略「日本再興戦略」をふまえ創設した本資金については、利用しやすいよう要件を緩和するとともに、新規融資枠を十分に確保し、
県内中小企業の積極的な生産設備の更新等を支援するもの。（取扱期間：平成 28 年３月 31 日まで）

②内容

融 資 対 象 老朽化した生産設備から生産性又はエネルギー効率が１％（従来は 10％）以上向上する生産設備への入替えもしくは新たに増設する中小企業者

資 金 使 途 設備資金・運転資金 融 資 期 間 設備 7 年以内（うち据置期間 1 年以内）、運転 5 年以内（う
ち据置期間 1 年以内）

融資限度額 5,000 万円（うち運転資金 1,000 万円） 新 規 融 資 枠 30 億円

融 資 利 率 年 1.50％以内 予　 算　 額 12 億円

小口事業資金の拡充
①趣旨

　小規模企業活性化法の施行 ( 平成 25 年 9 月 ) に基づく小規模企業の範囲弾力化に伴い、小規模企業者の資金繰り支援を図るため、小口事業資金の融資対象を拡充
するもの。

②内容

融 資 対 象 従業員 20 人（商業・サービス業は 5 人。ただし、宿泊業・娯楽業は 20 人【追加】）以下の事業者

資 金 使 途 設備資金・運転資金 融 資 期 間 設備 7 年以内、運転 5 年以内

融資限度額 1,500 万円 新 規 融 資 枠 160 億円

融 資 利 率 年 2.00％以内 予　 算　 額 26.6 億円

経済変動対策緊急融資の取扱期間の延長
①趣旨

　本県の景気は緩やかに持ち直しているものの、アベノミクスの効果は大都市に比べ、地方では十分実感できない状況にあることから、本資金の取扱期間を延長する
もの。（取扱期間：平成 27 年３月 31 日まで）

②内容

融 資 対 象
①最近 3 ヶ月の売上高等が前年同期比△ 5％以上
②原油等の原価依存率が 20％以上、かつ、仕入価格上昇率が 20％以上増加、かつ売上高に占める最近 3 ヶ月の原油等の仕入価格の割合が前年を上回っ

ている

資 金 使 途 運転資金 融 資 期 間 7 年以内（うち据置期間 1 年以内）

融資限度額 地域産業対策枠を含み 8,000 万円 新 規 融 資 枠 160 億円

融 資 利 率 年 1.45％以内 予　 算　 額 40 億円

経営安定資金「小規模企業支援枠」の創設
①趣旨

　円安の進行による燃料費や原材料費の高騰等により、厳しい経営状況となっている小規模企業者の資金繰りを支援する本枠を創設するもの。
　（取扱期間：平成 27 年３月 31 日まで）

②内容

融 資 対 象 最近３ヶ月の売上総利益率または営業利益率が前年同期比△５％以上の小規模企業者

資 金 使 途 運転資金 融 資 期 間 7 年以内（うち据置期間 1 年以内）

融資限度額 3,000 万円 新 規 融 資 枠 40 億円

融 資 利 率 年 1.45％以内 予　 算　 額 10 億円

緊急経営改善資金（借換資金）の取扱期間の延長
①趣旨

　消費税率の引上げに伴う売上減少が懸念されるなど、県内中小企業者の経営環境は依然として厳しく、当該資金のニーズは引き続き高いことから、本県の取扱期間
を 1 年間延長するもの。（取扱期間：平成 27 年３月 31 日まで）

②内容

融 資 対 象 最近３ヶ月の売上高が過去３年間のいずれかの年の同期比△５％以上

資 金 使 途 借換資金

融資限度額
一般枠　8,000 万円
小口枠　1,500 万円
※　借換と同額（上限 1,000 万円）までの新規運転資金を含む

融 資 期 間 10 年以内（うち据置期間１年以内）

新 規 融 資 枠 120 億円（一般枠 100 億円、小口枠 20 億円）

融 資 利 率 年 1.90％以内 予　 算　 額 28.34 億円（一般枠 25 億円、小口枠 3.34 億円）
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資
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選
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催
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ど
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理
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た
り
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村
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域
に
希
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と
や
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気
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た
こ
と
が
高
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。
三

月
三
日
に
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高

輪
（
東
京
）
の
受
賞
者
展
示
会
場

に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

受賞を報告する中西さん（写真中央）

新 旧 氏　　名
入善町商工会
事務局長心得兼主任経営
指導員（昇任） 入善町商工会 事務局次長兼主任経

営指導員 本多　光一

経営指導員 県商工会連合会 専門経営指導員 竹屋　敏貴
上市町商工会
経営指導員 富山市北商工会 経営指導員 窪野　好美
立山舟橋商工会

事務局長兼主席経営指導
員（昇任） 富山市南商工会

事務局次長・婦中支
部センター長事務取
扱兼主席経営指導員

森井　信雄

富山市南商工会

事務局次長・大山支部セ
ンター長事務取扱を解く 富山市南商工会

事務局次長・大山支
部センター長事務取
扱兼主席経営指導員

高島　信一

婦中支部センター長心得
兼主任経営指導員（昇任）富山市南商工会 経営指導員 高島　正人

主任経営指導員（昇任） 富山市南商工会 経営指導員 岡村　孝志

経営指導員（昇任） 富山市八尾山田
商工会 記帳専任職員 佐野　浩之

補助員 県商工会連合会 補助員 長澤千佳子
富山市八尾山田商工会
補助員 （新規採用） 小川　茂之
富山市北商工会
水橋支所長兼主任経営指
導員（昇任） 上市町商工会 主任経営指導員 田原　明人

主任経営指導員（昇任） 富山市北商工会 経営指導員 篠田　千春
主任経営指導員（昇任） 富山市北商工会 経営指導員 前田　主税
経営指導員 高岡市商工会 経営指導員 中山　顕治
経営指導員（昇任） 富山市北商工会 記帳専任職員 寺田　瑞穂
補助員 射水市商工会 補助員 篠川佐奈江
補助員 南砺市商工会 補助員 村西　一惠
射水市商工会
主任経営指導員 高岡市商工会 主任経営指導員 橋詰　　基
主任経営指導員（昇任） 射水市商工会 経営指導員 川上　智弘
経営指導員 富山市北商工会 経営指導員 吉川　正樹
補助員 富山市南商工会 補助員 谷井伺月乃
高岡市商工会
事務局長心得（昇任） 小矢部市商工会 主席経営指導員 安達　　俊

人 事 異 動

平成２3年３月３１日付

人 事 異 動
平成２3年4月１日付

＜ 出  向 ＞

朝日町商工会

経営指導員（昇任）

富山市南商工会

主任経営指導員

補助員

富山市八尾山田商工会 

事務局長

経営指導員

富山市北商工会 

記帳専任職員

射水市商工会 

経営指導員

経営指導員（昇任）

補助員

記帳専任職員

高岡市商工会 

主任経営指導員

経営指導員研修生

補助員

　　　　　　　　　　　 

朝日町

射水市

商工会連合会

射水市

商工会連合会

商工会連合会

富山市八尾山田

射水市

富山市北

高岡市

小矢部市

高岡市

南砺市

　

南野　敏之

馬渕　　稔
小島登規子

勝原　隆彦
平井　　亨

松本麻利子

田代　忠之
坂井真由美
黒田　妙子
新原　貴子

河南　武夫
中山　顕治
西村　拓人

経営指導員研修生

主任経営指導員

補助員

事務局次長兼主席経営指導員

専門経営指導員

補助員

経営指導員

経営指導員研修生

補助員

記帳専任職員

主任経営指導員

補助員

補助員

新　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　氏　名
小矢部市商工会 

主任経営指導員

記帳専任職員

南砺市商工会 

経営指導員

記帳専任職員

　　　　　　　　　　　 

南砺市

射水市

高岡市

小矢部市

　

安達　　俊
寺田　仁志

大野　秀樹
中村　治美

主任経営指導員

補助員

経営指導員

記帳専任職員

新　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　氏　名

退職

退職

退職

退職

退職

退職

退職（２月２８日付）

　　　　　　　　　　　 

富山市八尾山田

小矢部市

南砺市

高岡市

富山市南

射水市

南砺市

　

中村美智則

柴田紀久雄

野原　基外

麻柄　知彦

赤井　伸子

島倉千賀子

藤田　節子

事務局長（嘱託）

事務局次長兼津沢支所長（嘱託）

利賀村事務所長（嘱託）

経営指導員研修生

補助員

補助員

補助員

　　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　氏　名

新 旧 氏　　名
経営指導員 小矢部市商工会 経営指導員 古木　元也
経営指導員（昇任） 高岡市商工会 補助員 清水美代子
記帳専任職員 （新規採用） 西野　伸吾
小矢部市商工会
主席経営指導員 高岡市商工会 事務局次長 片岡　美孝
経営指導員 南砺市商工会 経営指導員 小西　祥子
庄川町商工会
主任経営指導員（昇任） 庄川町商工会 経営指導員 橋本　親志
南砺市商工会
主任経営指導員（昇任） 南砺市商工会 経営指導員 石村真由美
主任経営指導員（昇任） 南砺市商工会 経営指導員 水本　　積
経営指導員 射水市商工会 経営指導員 荒木　　滋
補助員 （新規採用） 関　　翔太
補助員 （新規採用） 小川祐生恵
県商工会連合会

経営支援課長事務取扱を
解く 県商工会連合会

事務局次長・経営支
援課長事務取扱兼主
席商工会指導員

勝原　隆彦

経営支援課長兼主席商工
会指導員 県商工会連合会

プロジェクトマネー
ジャー兼主席商工会
指導員

山尾憲一郎

総務課長代理兼主任商工
会指導員（昇任） 県商工会連合会 主任商工会指導員 斉田　　仁

主任専門経営指導員（昇
任） 県商工会連合会 専門経営指導員 橘　　宏之

専門経営指導員 射水市商工会 経営指導員 伊藤　秀樹
補助員 富山市北商工会 補助員 久保美菜子
経営指導員研修生 高岡市商工会 補助員 西村　拓人

平成26年３月 31日付

旧 氏　　名

退　職 入善町商工会 事務局長兼主席経営
指導員（嘱託） 河合　　忠

退　職 立山舟橋商工会 事務局長兼主席経営
指導員（嘱託） 横山　　茂

退　職 南砺市商工会 補助員 高瀬恵美子

退　職 県商工会連合会 経営指導員研修生 吉田郷太郎

平成26年４月１日付
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ふれあい青空市
「やまだの案山子」 ５月　土曜・日曜・祝日 ふれあい青空市

「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

福野夜高祭 ５／１（木）～２（金） 福野夜高祭連絡協議会 0763-22-1120

庄川木工まつり ５／３（土）～５（祝） 庄川町商工会 0763-82-1155

越中八尾曳山祭 ５／３（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

井波よいやさ祭り ５／３（土） 南砺市商工会井波事務所 0763-82-0184

城端曳山祭 ５／４（日）～５（祝） 城端曳山会館 0763-62-2165

なりひら風の市 ５／10（土） なりひら風の市実行委員会 076-455-3181

阿曾の市 ５／10（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

津沢夜高祭り田楽行燈点燈式 ５／10（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

風の盆ステ－ジ ５／10（土） ・ 24（土）越中八尾観光協会 076-454-5138

相倉合掌集落春季ライトアップ ５／15（木）～18（日）五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

第 36 回越中だいもん凧まつり ５／17（土）～18（日）射水市商工会大門支所 0766-52-3510

南砺いのくちヘラブナ釣り大会 ５／18（日）＜予定＞ 井口行政センター 0763-64-2211

第１7 回売比河鵜飼祭 ５／24（土） 売比河鵜飼祭実行委員会 076-465-2494

第 27 回猿倉山フェスティバル ５／下旬＜予定＞ 猿倉山フェスティバル実行委員会 076-467-1963

「平成２６年度 “とやま起業未来塾” 塾生（第10期生）募集
ものづくりや商業・サービス業など、「具体的なプラン」をもち、起業、新分野進出を目指す方を応援します！

○募集人数　各コース５名程度
○募集期間　平成26年３月25日（火）～４月21日（月）

※申込書による書面審査、面接を実施した上、受講生
を決定します。　（面接：平成26年５月10日（土））
○受 講 料　３０，０００円
○受講期間　平成26年６月～11月までの６カ月
　　　　　　※原則、土曜日午後開講
○応募方法　とやま起業未来塾ホームページ

（URL：http://www.toyama-mirai.com/）
より申込書をダウンロードし、電子メールで
お申し込みください。　

○問い合わせ・申し込み先
〒930-0866　富山市高田527番地

（公財）富山県新世紀産業機構
とやま起業未来塾事務局（企画管理課内）
TE L：076-444-5601 
FAX：076-444-5642
E-mail：mirai@tonio.or.jp

○その他　詳細はとやま起業未来塾ホームページを
ご覧ください。

（これまでの講義の様子や修了生の活躍も
ご覧いただけます。）

コ ー ス 名 概　　　　　　要
ものづくりコース ものづくりによる新たなビジネスの創業をめざす起業家を育成
商業・サービス業コース 独創的な商品・サービス等を開発し創業をめざす起業家を育成
新分野進出コース 経営の多角化や新分野への進出等をめざす人材を育成
コミュニティビジネスコース 地域貢献型事業の創業をめざす起業家を育成

とやま　起業


